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近
年
、
高
齢
者
が

関
与
す
る
交
通
事
故
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

▼
散
歩
中
に
自
転
車
と

ぶ
つ
か
っ
て
大
け
が
を

し
た
り
、
車
や
自
転
車
の
運
転
を
し
て

い
て
事
故
を
起
こ
し
加
害
者
（
被
害
者
）

に
な
っ
た
り
と
、
毎
日
の
よ
う
に
ど
こ

か
で
事
故
が
起
き
て
い
る
。
▼
そ
の
原

因
の
大
部
分
は
不
注
意
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
不
注
意
だ
け
と
は
言
え

な
い
事
故
も
あ
る
。
高
速
道
路
を
逆
走

し
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏

み
ち
が
え
て
商
店
に
突
っ
込
ん
だ
り
と
。

▼
高
齢
に
な
る
と
昔
の
よ
う
に
咄
嗟
の

判
断
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
問

題
は
認
知
症
の
場
合
で
あ
る
。
▼
本
人

が
気
が
付
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
近
し

い
人
（
主
に
家
族
）
が
注
意
し
て
見
守

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
認
知

症
の
兆
候
が
見
え
た
ら
、
絶
対
車
の
運

転
を
し
て
は
（
さ
せ
て
は
）
い
け
な
い
。

▼
国
は
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
有
効
期

間
の
短
縮
と
更
新
時
に
実
地
試
験
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
た

ち
も
特
に
車
を
運
転
し
な
く
て
も
良
い

の
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
▼
ち

な
み
に
私
は
、
来
年
一
月
に
免
許
証
返

納
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
松　
　

山
﨑
）

月刊

子
ど
も
の
頃

母
屋
は
茅
で
は
な
く　

藁
葺
で
あ
っ
た

囲
炉
裏
で
天
井
は
真
っ
黒

灯
火
管
制
で
家
の
中
は
真
っ
暗

戦
時
中
の
鉱
石
ラ
ヂ
オ
を
思
い
出
し

今こ
ん
に
ち日
の
平
穏
な
生
活
は　

隔
世
の
感
が
あ
る
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※
松
竹
株
式
会
社
か
ら
大
阪
松
竹
座
「
九

月
新
派
公
演　

華
岡
青
洲
の
妻
」
の
特
別

割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
案
内
に
つ
い
て

一
等
席
1
2
，
0
0
0
円
↓
6
，
0
0
0

円
（
お
弁
当
と
お
茶
付
）

申
込
締
切
日
：
8
月
31
日
㈭

チ
ケ
ッ
ト
交
換
日
：
9
月
13
日
㈬

※
地
域
共
生
推
進
課
健
康
づ
く
り
支
援

チ
ー
ム
か
ら
「
西
宮
い
き
い
き
体
操
」
に

つ
い
て

【
議
案
事
項
】

１
．「
老
人
ク
ラ
ブ
台
帳
」
の
整
備
に
つ

　

い
て

２
．
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
の
抽
選
等
に
つ

　

い
て

【
報
告
事
項
】

︿
広
報
部
﹀

･
月
刊
い
ぶ
き
第
2
1
2
号　

送
付
済

･
月
刊
い
ぶ
き
第
2
1
4
号　

原
稿
依
頼

　
（
原
稿
締
切
： 

9
月 

13
日
㈬
）

･
第
2
回
委
員
会
の
開
催
案
内

　

8
月
31
日
㈭　

午
後
1
時
30
分

︿
文
化
教
養
部
﹀

･
創
立
60
周
年
記
念
プ
レ
事
業
「
カ
ラ
オ

　

ケ
教
室
」
の
開
催

　

9
月
1
日
、
22
日
、
29
日
（
各
㈮
）　

　

午
後
１
時
か
ら

･
第
2
回
委
員
会
の
開
催
案
内

　

8
月
24
日
㈭　

午
後
1
時
30
分

︿
体
育
部
﹀

･
高
齢
者
の
た
の
し
い
体
力
測
定
の
実
施

　

結
果

･
創
立
60
周
年
記
念
プ
レ
事
業
「
校
区
対

　

抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
実
施

　

結
果

･
楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い
の
開
催
要

　

領
と
参
加
申
込
書

　

9
月
6
日
、
7
日

　
申
込
締
切
：
８
月
９
日
㈬（
一
般
は
、８
月
10
日
㈭
）

･
第
2
回
委
員
会
の
開
催
案
内

　

8
月
23
日
㈬　

午
後
1
時
30
分

︿
女
性
部
﹀

･
委
員
会
の
開
催
及
び
感
謝
の
一
円
持
ち

　

寄
り
並
び
に
前
期
健
康
講
座
の
開
催
結
果

　

￥
5
2
6
，
8
2
7
円

︿
三
役
会
﹀

･
新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

　

実
施
結
果

　

参
加
申
込
者
数
：
81
名

　

参
加
者
数
：
79
名

︿
事
務
局
﹀

･
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス

　
（
10
・
11
月
）
の
割
当

･
平
成
29
年
度
単
老
分
担
金
の
領
収
書
配

　

布
･
平
成
29
年
度「
西
宮
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

　

冊
子
の
頁
１
～
18
の
修
正
版
配
布

･
宍
粟
市
交
流
事
業
（
10
月
11
日
㈬
）
の

　

欠
席
予
定
者
調
べ

※
次
回
定
例
理
事
会
↓
書
面
発
送

　

8
月
2
日
㈬

　
　

三
役
会
：
午
後
1
時
30
分

　
　

西
宮
市
と
の
定
例
会
議
：
午
後
3
時

市
老
連
理
事
会 

7
／
12

北
夙
川
校
区　

北
楽
友
会　

河
瀬
喜
和
子

◇
短
歌

　

頭
か
ら
滝
の
汗
あ
せ
神
社
そ
う
じ

　
　
　
　
　
　

冷
た
い
お
茶
と
ゼ
リ
ー
で
憩い
こ

う

　

保
育
所
で
七
夕
集
い
願
い
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

僕
運
転
手
私
ア
イ
ド
ル

8・9・10月の行事予定
8 月 2 日㈬ 13：30三役会（日程変更）

11：00  13：00  15：009 月 6,7 日㈬㈭ 楽しいボウリングの集い

理事会（書面発送 8 月9日）
西宮市との定例会議 15：00

23日㈬ 体育部委員会 13：30

13日㈬ 三役会 10：00

 6日㈮ 高齢者作品展（講評） 11：00

27日㈮ グラウンド・ゴルフ大会（予備日）

20日㈬ 体育部委員会 13：30

28日㈭ 高齢者作品展（審査） 10：00
25 ～ 27日（月～水） 高齢者作品展（受付）   9：30

11日㈬ 理事会・館外研修（宍粟市交流事業）   9：30

20日㈮ グラウンド・ゴルフ大会   9：00

理事会 13：30
プロジェクト会議 15：00

 8日㈮ 囲碁大会 10：00

10 月3 ～ 6日 高齢者作品展（展示） 10：00 ～ 16：00

高齢者作品展（表彰） 13：00

18日㈬ 高齢者芸能大会（予選） 10：00

25日㈬ 高齢者芸能大会（本選） 13：00

24日㈭ 文化教養部委員会 13：30
31日㈭ 広報部委員会 13：30
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上
甲
子
園
校
区
天
寿
会
は
会
員
数
３

５
０
名
、
10
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
は
囲
碁
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民
踊
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
西
宮
い
き

い
き
体
操
、
こ
と
ぶ
き
号
の
バ
ス

研
修
、
三
年
に
一
回
、
亡
く
な
ら

れ
た
会
員
さ
ん
を
弔
う
合
同
慰
霊

祭
。
そ
の
他
毎
年
喜
寿
、
米
寿
、

白
寿
、
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

を
祝
う
祝
福
会
。
友
愛
運
動
と
し

て
、
砂
子
療
育
園
の
お
し
め
た
た

み
、「
感
謝
の
一
円
持
ち
寄
り
運

動
」
活
動
資
金
獲
得
の
た
め
の
ア

ル
ミ
缶
資
源
回
収
。

　

そ
の
他
地
域
の
行
事
へ
の
参
加

等
、
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
今

ま
で
の
老
人
会
の
長
い
歴
史
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
甲
子
園

口
は
、
Ｊ
Ｒ
甲
子
園
口
と
国
道
２

号
と
武
庫
川
に
囲
ま
れ
た
地
域
で

あ
り
ま
す
。
商
店
街
も
ほ
ど
ほ
ど
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
祭
り
や
行
事
の
多
い

地
域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
年
中
何
か

活
動
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

最
近
は
、「
西
宮
い
き
い
き
体
操
」

に
参
加
す
る
人
が
増
え
、
毎
回
60
人
ほ

ど
が
体
操
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
正
に

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
そ
の
も
の
で
す
。

　

全
体
で
は
、
会
員
数
は
減
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
会

員
増
強
で
す
。

　

老
人
会
の
先
人
の
業
績
と
地
域
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
天
寿
会
の
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。　

　

去
る
８
月
５
日
、
午
後
８
時
30
分
ご

ろ
「
会
長
さ
ー
ん
蛍
が
居
ま
す
よ
」
と
、

夙
川
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
会
員
さ
ん

か
ら
の
電
話
。即
座
に
家
を
飛
び
出
し
、

北
夙
川
通
り
を
北
夙
川
橋
で
川
辺
へ
。

暗
闇
の
中
、
川
沿
い
を
阪
急
電
車
の
鉄

橋
に
向
か
っ
て
行
く
と
、
こ
の
辺
り
の

夙
川
は
殆
ど
夏
草
に
覆
わ
れ
、
２
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
狭
い
幅
で
、
心
地

よ
い
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
た
て
て

い
た
。

　

そ
の
時
、
葉
隠
れ
に
光
を
灯

す
蛍
を
発
見
。
子
ど
も
の
頃
に

見
た
光
と
違
い
非
常
に
か
細
き

光
で
、
こ
れ
は
源
氏
蛍
で
な
く
、

平
家
蛍
だ
と
思
っ
た
が
、
久
々

の
蛍
に
感
慨
も
一
入
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
も
う
少
し
下
っ
て
行
く

と
草
叢
の
あ
ち
こ
ち
に
蛍
が
点

滅
し
て
お
り
、
ま
さ
に
幽
玄
の

世
界
に
浸
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

次
に
話
題
を
変
え
て
、
老
人

会
の
事
業
の
本
質
は
新
し
い
人

と
出
会
っ
て
、
仲
間
の
絆
を
深

め
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
そ

の
為
の
い
わ
ば
「
友
活
」
の
機

会
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
が
最
適
で

あ
る
。
そ
れ
で
ツ
ア
ー
の
行
先
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
行
っ
た
経
験
が
少
な
く

興
味
を
引
く
場
所
を
選
び
、
一
人
で
も

多
く
の
会
員
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
、
交

流
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ

う
。

　

そ
こ
で
行
き
先
の
選
定
に
は
、
だ
い

た
い
丹
波
を
基
点
に
し
て
時
計
回
り

に
、
京
都
、
滋
賀
、
奈
良
、
和
歌
山
、

淡
路
島
、
姫
路
方
面
と
順
次
変
え
て
、

見
学
場
所
も
相
談
会
な
ど
で
情
報
を
集

め
て
決
め
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
47

友
　
　
活

北
夙
川
校
区　

越
木
岩
南
楽
友
会

　

会
長　

山
口　

光
弘

上
甲
子
園
校
区

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
天
寿
会

会
長　

矢
野　

正
史

上
甲
子
園
校
区
だ
よ
り

近江八幡にて
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「
最
近
と
ん
と
人
の
名
前
が
出
て
こ

な
く
な
っ
て
、ぼ
け
て
き
た
の
か
し
ら
」

参
加
し
た
方
の
つ
ぶ
や
き
が
始
ま
り
だ

し
て
、コ
ン
ト
劇
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇

　

退
職
し
た
元
中
学
校
教
師
の
野
崎
健

介
は
、お
せ
ん
べ
い
を
口
に
し
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
本
で
教
材
研
究
を
す

る
毎
日
で
す
。
奥
さ
ん
が
お
茶
を
出
し

に
来
る
と
、「
お
茶
だ
け
か
い
な
、
お

菓
子
は
無
い
の
？
」
と
聞
く
始
末
。
そ

ん
な
言
動
が
重
な
っ
て
、
と
う
と
う
病

院
へ
。

　

３
つ
の
事
を
言
わ
れ
ま
す
。
必
ず
奥

さ
ん
と
一
緒
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

１
つ
「
週
に
１
回
散
歩
を
」

２
つ
「
ゲ
ー
ム
を
し
て
く
だ
さ
い
」

３
つ
「
週
に
１
回
、
公
民
館
講
座
に
参 

　
　
　

加
し
て
く
だ
さ
い
」

　

こ
と
ご
と
く
理
屈
を
言
っ
て
断
り
ま

す
。

　

３
年
後
、
実
の
妹
も
誰
か
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
、
西
宮
市
で
は
、
平
成
28
年
の
統

計
で
65
歳
以
上
で
認
知
症
の
方
が
１

６
，
４
７
８
人
、
予
備
軍
が
１
４
，
２

８
１
人
と
い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
の
特
徴
を
３
つ
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
つ
﹁
１
日
の
出
来
事
を
忘
れ
る
﹂

２
つ
﹁
日
時
、
時
間
、
場
所
を
忘
れ
る
﹂

３
つ
﹁
味
覚
が
お
か
し
く
な
る
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
病
気

で
す
か
ら
、
早
期
発
見
と
早
期
に
対
応

す
れ
ば
進
行
を
遅
ら
す
こ
と
が
出
来
ま

す
、
と
力
強
い
言
葉
で
話
を
し
め
く
く

ら
れ
、
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ふ
れ
ん
ず
劇
団
作
詞
「
ぼ

け
な
い
人
生
」
を
「
高
校
３
年
生
」
の

替
え
歌
で
参
加
者
全
員
高
ら
か
に
歌
い

ま
し
た
。

　

明
日
も
楽
し
く
生
き
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

部
長　
　

竹
村　

香
織

女
性
部
前
期
健
康
講
座

お
詫
び
と
訂
正

　

6
月
発
行
の
L
版
「
い
ぶ
き
」
63
号
4
ペ
ー
ジ

に
お
き
ま
し
て
、
西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理

事
長
表
彰
「
個
人
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
た
用
海
校

区　

栗
山
忠
男
氏
の
所
属
名
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
　

誤
：
用
海
長
寿
会

　
　

正
：
用
海
長
寿
ク
ラ
ブ

　

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

　

猛
暑
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
季

節
で
す
。
熱
中
症
に
ご
用
心
！

　

こ
の
言
葉
も
聞
き
飽
き
た
と
思
い
ま

す
が
、
昨
年
市
内
の
救
急
搬
送
の
約
半

数
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
そ
う
で

す
。

　

疲
れ
を
溜
め
な
い
で
、
質
の
良
い
睡

眠
と
お
酢
や
豚
肉
な
ど
元
気
の
出
る
栄

養
素
で
一
日
で
も
早
く
解
消
し
ま
し
ょ

う
。

女
性
部
だ
よ
り


